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■�

高
額
療
養
費
（
外
来
年
間
合
算
）

　

制
度
と
は
？

　

�　

医
療
機
関
で
１
か
月
に
支
払
っ
た

医
療
費
が
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
額
を
「
高
額
療
養
費
」

と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、

一
般
区
分
※
に
該
当
す
る
人
は
、
こ

れ
ま
で
の
月
間
を
基
礎
に
し
た
高
額

療
養
費
の
ほ
か
に
、
新
た
に
年
間
を

基
礎
と
し
た
高
額
療
養
費
の
支
給
が

始
ま
り
ま
す
。

※�

一
般
区
分
…
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯

内
で
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
医
療
費
の
一
部
負
担
割
合
が
１

割
の
人

支
給
要
件
（
一
般
区
分
の
み
）

　

８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
に
医
療
機

関
で
支
払
っ
た
外
来
の
医
療
費
の
自
己

負
担
額
か
ら
月
間
の
高
額
療
養
費
を
除

い
た
額
の
う
ち
、
１４
万
４
千
円
を
超
え

た
額
を
支
給
し
ま
す
。（
今
年
の
対
象

期
間
は
平
成
２９
年
８
月
～
平
成
３０
年
７

月
）

■
国
民
健
康
保
険
の
人
の
申
請
手
続
き

　

�

対
象
者
へ
１２
月
中
旬
以
降
に
申
請
書

を
郵
送
（
予
定
）

　

�　

申
請
書
が
届
い
た
ら
、
市
民
生
活

課
保
険
年
金
係
の
窓
口
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い

■�

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
の
申
請
手
続
き

　

�　

月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
口
座

へ
振
り
込
み
（
手
続
不
要
）

※�

月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人
等
は
１２
月
中
旬
以

降
に
申
請
書
を
郵
送
（
要
申
請
）

　

次
に
該
当
す
る
人
に
は
、
申
請
手
続

き
通
知
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
人
は
相

談
く
だ
さ
い
。

◆�

平
成
２９
年
８
月
か
ら
平
成
３０
年
７
月

末
ま
で
の
間
に

　

○�

県
外
か
ら
転
入
し
た
人

　

○�

他
の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
っ
た
人
（
７5
歳
の

年
齢
到
達
者
な
ど
）

　

○�

後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
喪
失

し
た
人
（
亡
く
な
ら
れ
た
人
や
生

活
保
護
を
受
け
始
め
た
人
）

※�

基
準
日
（
７
月
３１
日
）
の
翌
日
か
ら

２
年
を
過
ぎ
る
と
、
給
付
が
で
き
な

く
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

志
田
林
三
郎
は
、
１
８
５
５
年
に
現
在
の

東
多
久
町
に
生
ま
れ
、
１
８
７
１
年
工
学
寮

（
の
ち
工
部
大
学
校
へ
改
称
）
の
１
期
生
と

な
り
、
電
信
科
で
電
気
工
学
を
学
び
ま
す
。

１
８
７
９
年
工
部
大
学
校
を
首
席
で
卒
業
後

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
へ
留
学
、
最
優
秀
論
文
に

与
え
ら
れ
る
ク
レ
ラ
ン
ド
金
賞
を
受
賞
。
帰

国
後
は
工
部
省
（
の
ち
逓て

い

信し
ん

省し
ょ
う

へ
改
編
）
に

入
省
、
工
部
大
学
校
、
帝
国
大
学
（
の
ち
東

京
大
学
）
の
教
授
を
兼
任
す
る
な
ど
活
躍
し

ま
し
た
。
ま
た
、
隅
田
川
で
の
無
線
通
信
実

験
や
、
地
電
流
観
測
の
た
め
の
「
電
気
の
強

弱
方
向
を
自
記
す
る
新
器
械
」
を
発
明
す
る

な
ど
、
先
駆
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
８
８
８
年
に
は
電
気
学
会
を
設
立
、
第
１

回
通
常
会
で
「
将
来
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う

十
余
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
予
測
」
に

関
し
て
演
説
し
ま
し
た
。
そ
の
予
測
の
ほ
と

ん
ど
が
、
現
在
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
志
田
林
三
郎
を
原
点
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
電
気
通
信
技
術
の
発
展

を
紹
介
し
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
で
の
研
究
か
ら
未
来
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
立
科
学
博
物
館
の

協
力
の
も
と
「
電
気
の
強
弱
方
向
を
自
記
す

る
新
器
械
」
を
復
元
し
、
電
気
工
学
者
志
田

林
三
郎
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

　

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業　

特
別
企
画
展
『
志し

田だ

林り
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

～
幕
末
維
新
を
駆
け
未
来

を
予
見
し
た
若
き
電
気
工
学
者
～
』
を
開
催
し
ま
す
。

■
期　

間　

１２
月
１６
日
㈰
～
平
成
３１
年
１
月
３１
日
㈭

　

※
月
曜
休
館
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
翌
火
曜
日
休
館
）

　

※
１２
月
２5
日
㈫
は
開
館

　

※
１２
月
２９
日
㈯
～
１
月
３
日
㈭
は
年
末
年
始
休
館

■
場　

所　

郷
土
資
料
館
・
先
覚
者
資
料
館

■
観
覧
料　

無
料

高
額
療
養
費
「
外
来
年
間
合
算
」
制
度
が
始
ま
り
ま
す

「
志
田
林
三
郎
」
展
開
催
の
お
知
ら
せ

～
7０
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ
～

現
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
を
も
予
見
し
て
い
た
先
覚
者
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▲

ク
レ
ラ
ン
ド
金
メ
ダ
ル


